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租税法院についての覚え書(上〉 木崎喜代治 1 
イギリス鉄鋼分塊・条鋼圧延工場における
































































1) A. Flanders. Industrial Relati配 s-What is 'CVTong u;ith the System? 1965， Chap. 5 










































































































28 (268) 第 l田巻第4.5号







































鉄鋼業の主要工程労働者 proce田 workerを組織する「鉄鋼労働組合JIron and 
Steel Trades Confederation (ISTC)を対象としているととのみを断っておき
主こL、"。
対象の概観




として存続することになった。 BSCは， 民間 14社が保有していた58におよぶ
4) イギリスの「鉄鋼苦働組合」は正式な組緒名称を永年にわたって BISAKTA=British Ir∞， 







30 (270) 第 129巻第4・5号
第 1妻 BSC管区別従業員数・生産量
管区 Divisi;n 従業員数 | 粗鋼生産 (万トン〕
λ コットラソド管区 12，900 160 
ティサイド管区 24，800 290 
スカンソープ管区 21，500 380 
シェフィールド管区 35，30日 300 
ウェーノレズ管区 49，300 500 
主国 管 30，70口 110 
鉄鋼化学 1，800 
RDL Ltd (鉄鋼建設〉 7，300 
BSC 本 社 7，800 
計 191，400 1，740 
注〕 数字は調査時点のものである。
従業員数は1978年8月時点(子惜調査蒐集経蛍資料〉















イギリス鉄鋼分地条鋼圧延工場における労使閣慌の実態 (1) (271) 31 
の合理化プランの下で1975年に型鋼臣延工場のみを残して閉鎖され，スカ
ンソープ製鉄所官製造された銅塊 m巨otの供給を受けて型鋼圧延のみを行















ζ うしてそれ以降，スカンソ プ事業所は， 合併後の A-F 製鉄所とノ -~γ
ピーーパーク製鉄所 (N-P製鉄所と略記する〕ニっから成っている。
第 1図はスカンソープ両製鉄所にまたがるプラソト配置を示している。実線
で阻んだ部分は次にふれる国有化後の投資フη ロジでクト 「アンカー計画 JAn-






群がア γカ一地区の諸プラントである O 転炉製鋼工場 (BOS)， これに接続す
る連続鋳造工場 (Co川田山田 CastingPlant)，分塊・条鋼圧延工場(Bloom& 


















Kormanby Park (ノーマンピ一日ーク'.? クス〉
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To mcdium"section mil1 
中型工切ヘ
口
fギリア鉄S附士塊 員長鋼圧延工場における労使関係の実態 (1) (275) 35 


















218万トンのピレット， ブルー ム， スラブを生産するようにデザインされてお


















( 1名、 口助週3S Il，~ITìj)
Manager Shifts Rolling 











Divisional Managing Directol 廿区長
Dl問 C北町 ScunthorpeWor恒







Manager Finishing BBlvI 






Plant Engineer Rolling 
JE主Eフラントエンジニア (1名、 H日迎351時間〕
Elec/Process Controト1Mechalllcal Engineer BBM 





































fギリス鉄鋼分塊条鋼圧延工場における労使関係の実態 (1) (217) 37 
第2衰分塊・条鋼庄延工場人員および組合員数 1肝9年7月現在
職 種 $U 組 合 員
F、タッフ 員産工農 問ピ、全サ ISTC←スタッフ支部 56 
課長級
ス関4係
SIMA 鉄鋼管理職組合 13 
係長・主任 16 26 ISTC-フォアマン支部 20 
職 長 25 26 AUEWー スタッフ支部 17 
技術事務職員 77 11 EETPU←スタッフ部会 15 
120 67 121 





















AUEW 合問機械工組合 65 
4、計 721
百十 911 842 
* ききとりから作成したため，組合員数は正確とはいえない。とりわけスタッフ組合の数字はあ
いまいである。
38 (278) 第l却巻第 4.5号


























イキリス鉄鋼分塊 条鋼圧延工場における労使関保の実態 (1) (279) ，9 
1979年まで持続している。
ここで注目しておきたい点ぽ，初代 BBM工場長が A-Fワーク λ の出身で




















































7) 管理者・職員へのききとりによる， rフィー ルド ノートJII-l。
























8) 日本企業における労匝のフォー マル，インフォー マノレな関係を知っている我々 にとっては，こ
の問の事情は容易に理解するこ乏ができるであろう内


























9) 骨働組合支部俊員インタグュ記録.iフィ ルド ノートJ1-1. 
イギリス鉄鋼分塊・条鋼疋延工場における労使関係の実態 (1) (283) 43 
概略にすぎないと注釈されていたのである。のちにこれらの職務記述書は，新


































ーン型の労使慣行を復活きせ， とれを 般化させ. A-F型の労務管理体制を
侵蝕していったものだといえるであろうw。
では，アンカー BBMプラ Y トにおける労働組合，即ち，鉄鋼労働組合アン
カー第2支部 ISTCAnchor NO. 2 branchは，どのようにして形成され，い
かなる機能を発揮したのであろうか。次節以下において，この点をトレ-7， '- 
ょう。
3 ISTC Anchor NO. 2支部の形成
アンカー BBMプラントの生産工程労働者 productionworkersを組織する
ISTC Anchor NO. 2ブラシチは. 1973年2月22日夜， レドパーン サイトの



































ISTCアンカ-NO. 2フラソチは 1日73年の夏から，徐々に組合と Lての
実体を形成し始めた。 7月から 9月にかげて，支部集会の場で活動的なメンパ
ーが交渉代表と Lての「工場代表 IWorks Representiveおよび新たな書記長



























ズ取町」工程職場 deseaming areaでの排気ファンの設置，圧延工程 rolling













ル・ロータ continentalrotaによる 4組 3交替制操業に即して，コミティー・
メンを，均熱炉エリア 1名 X4γフト，圧延エリ 72名 X4シフト，仕上げ・
検査エリ 73名 X4-./フト，合計24名を完全な形で選出，かくて， 73年末をも
って支部組織は実質的に完成したのであった。
仁未完〕
